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要 旨
2億の人口 を擁し, イ ン ド洋と太平洋の 間の 海域に浮かぶ大小17,000余の 島々 からな るイ ン ドネシ
ア は世界最大の 島喫国家で あり, 数百 の民族集団か ら構成され る多民族 ･ 多言語国家である｡ 独立に
際して , 国民形成 ･ 統合 の ため の 統 一 言語 として イ ン ドネシ ア語を国語と制定して以来, 国家は国語
の普及と発展に 対し 一 貫して多大な努力を払 っ てきた ｡ 統 一 言語 の確立は国家建設の最も重要な鍵で
あ っ た し, 国家開発が進み , 社会 の近代化が急速に進行するに つ れ, 国語の 近代化に対する要請はま
すます強ま っ てきて い る｡ 本稿ではイ ン ドネシア の言語事情を概観し, 国語, 民族語 , 外国語に課せ
られた役割を整理す るとともに , イ ン-ドネシア における英語の重要な役割と機能を分析する｡ 英語は
第 一 外国語の 地位を与え られ て い る. 英語は外国語としての 通常の役割をも つ が , イ ン ドネ シア で は
特に , 国語 の 近代化 ･ 発展 に対し大きく貢献して い る点に焦点をあてて考察する｡
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1 は じめ に
イ ン ドネシ ア共和国は世界最大の 島喚国家
で あり, イ ン ド洋と太平洋が 交差す る はぼ
ヨ ー ロ ッ パ ほどの 海域に 浮かぶ 主要 5大島と
30の 中規模の 群島を含む17,QOO余の 島々 から
成 りた っ て い る｡ こ れ ら の 島 々 の う ち 約
6, 000島に 人 々 が住ん で い る ｡ 人 口 は 2億人
を超え , 中国, イ ン ド, アメ リ カ合衆国に 次
ぐ世界第 4位 で あり, 国土面積190. 5万kniは
日本の約 5倍 , ASE A N諸国中最大 である ｡
国土の 東西間の 距離は5,1 10km に わた りこ れ
はアメ リ カ合衆国の両海岸間の それに はぼ匹
敵し, 国内に は東部, 中部, 西部の 3 つ の 時
間帯が 設けられて い る ｡ 古代からイ ン ド, 中
国, イ ス ラム の 文明が流入し, さらに16世紀
以降はポル トガル , イギリス , オ ラ ンダな ど
の ヨ ー ロ ッ パ 諸勢力の 支配が及ん だ こ の地域
は , 世界で も指折り の 多文化 ･ 多民族 ･ 多言
語地域 である(, 1 7世紀 に始ま っ たオ ラ ンダに
よる植民地支配 は次第 に その 支配領域を拡張
し, 20世紀初頭ま で に は ｢オ ラ ン ダ領東 イ ン
ド｣ とい う植民地圏が確定した ｡ 植民地支配
に 対す-る長い 闘争を経 て ,1945年 に 独立 を宣
総合基礎グル ー プ
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言 し, 歴史上初め て主権国家として登場した
イ ン ドネ シア の国家の枠組み は はぼ この ｢オ
ラ ン ダ領東イ ン ド｣ に基づ い てい る1) 0
こ の ような地理的条件と歴史的背景をも っ
た イ ン ドネシ ア の 文化的多様性は, 習俗 , 芸
舵, 美術工芸, 食文化, 建築様式など社会の
あらゆる領域に見 られるが , なかでも言語状
況の多様性は特筆に値する ｡ 国内で話されて
い る言語 (民族語) が400語以上 にの ぼると
い うこ の 国が, 独立にあた っ てまず統 一 言語
の 確立とい う作業に着手した ことは当然の こ
とで あ っ た ｡ 国は1945年 の憲法におい て ｢イ
ン ドネ シ ア 語｣ (
'
Baha s alndo n e sia
'
) 杏
国語 (
'
baha s an asio n al
'
) と制定 し
*2
, そ
の後も今日 に至るまで イ ン ドネ シア語の確立
･ 発展を目指し 一 貫 した言語政策を展開 して
い る｡ イ ン ドネシ ア語 は学校教育の 普及 , マ
ス メディア の発達などに より現在 で は全国に
か なり普及して い るが , 数百 に の ぼる民族語
が 各地で話され て い るとい うこ の 国の 多言語
状況が消えたわけで はない ｡ 国の 言語政策 ･
計画 の 中JL､的機関 で あ る国立言語開発 セ ン
タ ー の1986年の 調査に よれば, イ ン ドネシ ア
国内 で使用されて い る民族語 は415を数え,
方言 も含め ると583に もの ぼ る｡ 以下の 章に
おい て は イ ン ドネ シ ア に おける国語, 民族
請 , 外国語の それぞれの役割を整理し, 特に
英語の 役割と機能に焦点をあて て考察を加え
る こととした い ｡
2 国語 の 建設
本章で は, イ ン ドネシ ア が独立に あた っ て
制定 した国語 ｢イ ン ドネ シア 語｣ と はどの よ
うな言語か , また , こ の言語が国語 に選ばれ
るに 至 っ た王聖由と経緯 は何だ っ たの かを確認
した い ｡
イ ン ドネシ ア 語と は言語学 的に 言 えば マ
レ ー 語 (別名ム ラ ユ 語) の 1変種 で ある ｡ イ
ン ドネ シ ア は独立に あた っ て マ レ ー 語を自分
達の 国家の 共通の言語として選ん だ｡ それを
イ ン ドネシ ア語と命名した の である ｡ マ レ ー
語が国語ない し公用語とされて い る国はイ ン
ドネシ アの 他に マ レ ー シ ア , ブ ル ネイ , シ シ
ンガポ ー ル の三 国があるが, マ レ ー シ アで は
｢マ レ ー シ ア語｣ (
'
Baha s aM alaysia
'
),
ブル ネイ及 び シ シ ン ガポ ー ル で は ｢マ レ ー
語｣(
'
Baha s aM elayu
'
) と呼ばれ て い る｡
マ レ ー 語 はオ ー ス ト ロ ネ シ ア語族
♯3
, 西部
オ ー ス トロ ネ シ ア語派 に属す る言語 で , こ の
語族に属する諸言語の 中で最 も広い 分布と最
も大きい 使用人口 を有し, 地域 的, 社会的,
文化的に 多様な変種が存在する言語 で ある｡
マ ラ ッ カ海峡の 南半分を中心とす る地域 に発
生し, 古くか らマ レ ー 群島 (マ レ ー シ ア , イ
ン ドネシ ア , ブルネイ , シ ンガポ ー ル , フ ィ
リピンの 領域を含む) 地域の 商人, 船員, 宿
賊たちに よ っ て商売に必要な言語と して広ま
り, 東西の交易の要衝で あ っ た こ の地域の最
も重要な地域言語とな っ て い た *4｡ マ レ ー 語
は, 16世紀に ヨ ー ロ ッ パ 人が到来した こ ろす
で に通用語の 地位を確立 して い た こ とが知 ら
れ て い る し, 17世紀 に は ヨ ー ロ ッ パ に おける
フ ラ ン ス 語 に 匹 敵 す る威信 が あ っ た と い
う2)｡ ヨ ー ロ ッ パ 人と の 接触 が 深ま る に つ
れ , 古くか らの イ ン ド文字やア ラ ビア文字の
使用から次第に ロ ー マ字の 使用 に切り替わ っ
てい っ た*5｡
イ ン ドネシ ア が独立に あた っ て マ レ ー 語を
国語 に採用した理由は何で あ っ たか｡ 一 般 に
多民族国家が独立を実現し, 国語な い し公用
語を制定する時, 大別 して 2 つ の方向が考え
られ る ｡ 1 つ ば国内の 有力な民族語を国語/
公用語に 指定する こと｡ もう1 つ ば 旧宗主国
の 言語 を国語/ 公用語に 採用す る こ と で あ
る｡ イ ン ドネシ ア の 場合に つ い て , 第 1 の方
向を考え て み よう｡ 最も有力な民族語は推定
6,000万人とい う最大の 使用人 口 をもつ'.} ヤ
ワ語
*6
で ある｡ なぜ ジャ ワ語が 国語 に選ばれ
なか っ たの か ｡ 政治的な力学もあずか っ た で
イ ンドネ シア に おける英語の役割と機能
あろうが , 言語学的にみた理由は , ジ ャ ワ語
が はとん ど2次的分布をもたず , それ故あま
りに も ｢民族的｣ な言語と感じられた こと,
さらに こ の言語に は古くからの宮廷文化を継
承 した複雑な敬語体系によ る社会文化的制約
があり, 部外者に は習得がむずかしく , 数多
くの民族の共通言語として は不適切で あ っ た
ことである ｡ 第2の 選択肢を想定 して みる｡
旧宗主国の オラ ン ダ語はなぜ選ばれなか っ た
の だろうか ｡ その 理由は2 つ あげられ る｡ 第
1 に, オ ラ ン ダ語が植民地の言語と して 十分
に 普及 しなか っ た ことで ある｡ 19世紀以前の
イ ン ドネ シア に おけるオ ラ ンダの 言語政策に
はみ る べ きもの はなく , 植民地行政も土着の
権力との 外交もマ レ ー 語に大きく依存した ｡
1865年に ジャ ワ 島と マ ドゥラ島に 公立学校を
設立 し, マ レ ー 語を第2公用語として導入し
たが , 現地の 入学者はごく少数の 特権階級の
子弟の みで , オ ラ ンダ語の 普及よりはむしろ
マ レ ー 語 の 標準化 ･ 普及を促す結果 に な っ
た ｡ オ ラ ンダの 植民地政策が徹底 した搾取に
徹 した ことはよく知 られて おり *T, こ の よう
な植民地政策はイギリス の それとよく対比さ
れ る｡ イ ン ド, シ ンガポ ー ル , マ レ ー シ アな
どを植民地と したイギリス は英語の 普及 ･ 振
興に努め, 植民地の 行政機関におい て も現地
人を下級官吏に 登用 したが, オ ラ ン ダの 場
合, こ の ような植民地経営努力は弱か っ た ｡
第2 の理由はオラ ンダ語 その もの の 通用範囲
の狭さで ある｡ オ ラ ン ダ語は はぼオ ラ ンダ1
国の言語 であり , その使用範囲は限られて い
る｡ 英語は これ に 比 べ , 新大陸に おい て も大
きな使用圏をもち, また国際的に も広く使用
され七い る ｡ イ ン ドネシ ア はオ ラ ン ダ語に対
して , シ ンガ ポ ー ル や マ レ ー シ アが英語に対
して感 じた実利性を認め ようがなか っ た ｡
新生イ ン ドネ シ アが, イ シドネ シア 語を国
語とす る こと (マ レ ー 語を国語に 採用 し, こ
れに 国家的ア イ デ ンティテ ィを加えて い くと
い う ことを意味す る) を内外に 宣言 した の は
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1945年8月17日 の独立宣言 '8の翌 日発表され
た現行憲法に おい て であ っ たが , もちろん こ
の 決定 は 一 夜に して生まれたわけで はない ｡
19世紀から頻繁に起きたオ ラ ンダに対する局
地的な反植民地闘争の 時代を経て ,20世紀に
入 っ てからの組織的, 全国的な民族主義運動
の 高まりの なかで ｢ 一 つ の 国, 一 つ の 国民 ,
一 つ の 言語｣ とい う意識が形成されて い っ
た｡ 民族運動史の頂点の 一 つ で ある1928年の
第2回イ ン ドネシア青年会議の 決議文の なか
で , マ レ ー 語 を将来の 国語 と宣言 し, ｢イ ン
ドネ シ ア語｣ と命名した ことが大きな流れを
決めた3)｡ さ らに1942年3月 に始ま っ た 日本
軍の 占領時代の 言語政策が 一 つ の 国語を目指
す動きに拍車をかけた ｡ 日本軍政はオ ラ ンダ
語をはじめ, あらゆるヨ ー ロ ッ パ 話語 の使用
を禁止 し, 日本語普及政策をと っ たが, 現実
に は ｢イ ン ドネシ ア語｣ の使用を承認 し, 応
急の行政用語の 役割をこれに託さざるをえな
か っ た ｡ こ の ことが 当初の意図とは逆 に イ ン
ドネ シ ア語の振興を促す結果とな っ た の で あ
る｡
3 国語の発展
イ ン ドネシ ア語 は多民族国家イ ン ドネシ ア
の統 一 , 国民統合 の シ ン ボル で あり, 国民意
識形成の道具で ある｡ それ故, 国語は マ レ ー
語 で あ っ て マ レ ー 語 に と どま っ て は ならな
い ｡ マ レ ー 語をイ ン ドネシ ア語と命名する こ
とに よ り, マ レ ー 語 の もつ 広域性 (非国家
性) を断ち切り , イ ン ドネシ ア語の 独自性を
うちたて ることが重要に な る｡ イ ン ドネシ ア
は近隣諸国と比較 して最も 一 貫 した言語政策
をもち, 精力的に そ の確立と発展 に努力をは
ら っ て きた *9｡ 国の言語計画 ･ 政策に つ い て
は ,1975年 に 国語研究所を国立言語開発セ ン
タ ー に改組拡充 し, 民族語, 外国語を含む言
語政策の立案 ･ 実施 の拠点として い る ｡ 本章
で は独立後今日に 至るま での イ ン ドネ シア の
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国語の 普及 , 標準化, 近代化の 過程を略述す
るとともに , あわせて民族語の 扱い ･ 現況に
つ い て もふ れる｡
3 . 1 普 及
国語 は行政, 教育, メ ディ ア の 言語 で あ
り, そ の 普及 は教育の 普及に 大きく依存す
る ｡ 学校教育制度及び学校外教育制度の 整備
に 伴い , 識字率の 顕著な上昇がみ られた｡ 国
氏 (10歳以上人口) 全体に 占め る識字者の比
率は ,1951年の20 % から1971年の69% ,1980年
の 71%, 1990年 の84･% へ と上 昇 し続 け て い
る ｡ 学校教育, 特に 基礎教育段階の 教育機会
の 拡大は , 1969年 に始ま る第 1次長期25年開
発計画の なかで特に 重視された ｡ 初等学校の
在学率は1971年の41%か ら1992年の92% , 下
級中等学校の それは17% か ら53% へ と急速に
上 昇 して い る｡ こ れ ら の 実績 をふ ま え
て , 1984年 に は初等学校教育 (-6年間) が義
務教育とな り,1994年に ほ下級中等学校 (3
年) を含む9年間の 教育が義務化された ｡ 初
等学校と下級中等学校に おける教科別過当た
りの授業時数は表1及び表2に 示すとおりで
ある ｡ 9年間をとおして イ ン.ドネシEア語 は数
学と並ん で最 も多くの 時間数を与えられてい
る教科で ある占 教授言語 もイ ン ドネ シ ア語で
表 卜 初等学校の教科と過当たり時間数
ある … ｡
学校教育の 普及がめ ざま しい速度で進んで
い るが, それで もなお初等教育の機会に恵ま
れなからJ=.人, 中途退学せ ざるをえなか っ た
人の 数も多い ｡ こ の ような人々の ために 学校
外教育の ネ ッ トワ ー クが整備されて い る ｡ そ
こで は識字教育, 初等学校補完教育, 下級中
等学校補完教育, 職業教育, 女性の ための 衛
生 ･ 育児 ･ 栄養講座 , 青少年活動など, 地域
社会の 啓蒙プロ グラ ムが行われて い る
'11
｡
国語の普及を促進させ る力と して は マ スメ
表2 下級中等学校の教科と過当たり時間数
第1学年 第2学年 第3学年
パ ンチ ャ シ ラ道徳 2 .2 2
宗 教 2 E) 2 .
イ ン ドネ■シ ア喜吾 6 6 6
数 学 6 6 6
錘 科 6 !.■ ■. 6.
I 6
社 会 lコ E) , 6
技 術 . ..美,節 _.2 .2 2
健康 .
■
ス ポ ー ツ 2 2 2
英 語 4 4 4
地 方 の 裁量 時間 6 6 ■ヨ
合 計 4 2 4 2 EE
1単位時間ほ各学年とも45分｡
(出所) : ｢諸外国の学校教育 ⊥ ア ジア ･ オ セ ア ニ
ア ･ ア フ リカ編｣
(文部省教育調査第124集,1996年)
第 1学年 第2学年I 軍3学年- -
-
I
)- I ■.第5学年 . 第6学年
パ ンチ ャ シ ラ道徳 L2. ■l 2 . 2p I-2 2.
宗L. 教 2.. .
2 2 2, .2 2
イ ン ドネ シ ア 語 10 1 0 EE 8 ,p8 :8
数 ~学 10 -1■o 10 '■8 8 ■8
理 .料 E) ･6~L 6
:
6
社 会 ■司 E) ･5 5
∴ 技 術 , 美 術 2 2. 2. 2 _2 2
健 康 . 女 ボ ー ッ 2 2
~
2 2 2 2
地 方 の 裁量時間 2 2 4 l■ ､7 7
杏 . 計 l3 0
'' EZg 3
■
8. 4LO
1- ･A.2 4 2
1単位時間は第1 ･.2学年が30分 , 第3 -■6学年が40分｡
･(出所) : ｢諸外国の学校教育-ア ジア ｣ オセア ニ ア ･ ア フ リカ編｣
(文部省教育調査第124集 ,1996年)
イ ンドネ シア に おける英語の役割と機能
デイア の力も大きい ｡ 現在日刊新聞の数は76
紙, 週刊誌 は89誌あり, 主として都市部に 出
回 っ て い る｡ 1945年開始の ラ ジオ放送 ,1962
年開始の テ レ ビ放送の 発達もめ ざま しく , そ
の 放送時間はそ れぞれ 1 日 当た り21時間,12
時間とな っ て い る ｡ テ レ ビは家庭の 中に非常
な勢い で普及しており, その生産も国内で進
ん で い る｡ マ ス メディア は毎日 , 活字 , また
は電波によりイ ン ドネ シ ア語を届けてくれる
国語普及の 大きな武器とい える｡ しかしマ ス
メ ディア の発達は 一 方で 都市と地方の 格差を
広げつ つ ある ｡ なぜなら新聞の 発行は はとん
ど首都 ジャ カ ル タをは じめ とす る大都市に 限
られ , 電波メ ディア の普及に もかか わらず ,
電気の普及工事が なかなか追い っ か ない から
で ある *12｡
3 . 2 標準化
国語の 普及とともに着手されたの は , 国語
の標準化の 作業で あ っ た ｡ 言語の ス テイタ ス
･ プラ ン ニ ン グ(statu spla n ning)か ら コ ー
パ ス ･ プラ ン ニ ン グ(c o rpu splan ning)の 段
階 に 移 っ て い く｡ 元来は マ レ ー 語 で あ っ て
ら, イ ン ドネ シア 語と命名 し, イ ン ドネシ ア
の 国語 としたか らに はイ ン ドネシ ア として 解
決して おか な ければならない 問題が起こ っ て
く る｡ 標準化の 作業は主として 以下の 3 つ の
レ ベ ルに おい て行われる ｡
(a) 綴字法
マ レ ー 語の ロ ー マ 字表記 の歴史は , こ の地
域に ヨ ー ロ ッ パ 人が渡来するように な っ た16
世紀 に さか の ぼ る ｡ 最初の 例は マ ゼ ラ ンの世
界 一 周に同行 したイタ リア 人pigafettaが著
した マ レ ー 語の 語嚢集 (1521年) で ある とさ
れる ｡ これ以降オ ラ ンダ人やイ ギリ ス人 に よ
る マ レ ー 語の 記録が残され て いく ｡ その 綴字
は当然の こ となが らオ ラ ンダ語ある い は英語
の 綴字法に よるもの で あ っ た ｡ イ ン ドネ シ ア
の マ レ ー 語 ( 当時はまだ イ ンLドネ シア 語な る
概念は存在 しなか っ た) の綴字法を大きく変
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え た の は オ ラ ン ダ人 オ ブホ イ セ ン (V a n
Ophuijs e n) がまとめた マ レ ー 語辞典 (1901
年)*13で ある (, オ ブホ イセ ン綴字法 は , その
後の イ ン ドネ シ ア の績字法の 基礎とな っ た ｡
1947年に はオ プホ イセ ン綴字法を 一 部改変 し
た ス ワ ンデイ綴字法を共和国の 公式の 綴字法
として 公表した ｡ その 後 マ レ ー シ ア との綴字
法統 - の 動きが あらわれ, い く度かの 曲折を
経て1972年に ｢完全｣ 綴字法が両国間で合意
され, 統 一 正書法が 実現 した (実施 は1975
年) … ｡ こ の ｢完全｣ 綴字法 に よ っ て正書法
の 問題は 一 応の解決をみたが , まだ古くから
の 外来語 であるサ ンス クリ ッ ト語, ポル トガ
ル 語, ア ラ ビア語 , オ ラ ンダ語の 綴字法は確
定 して い ない ｡ さらに , イ ン ドネシ ア語 の形
成に かか わ っ て い るイ ン ドネ シア の 多くの 民
族語の 表記に もゆれがあるとい う｡
(b) 音 声
音声に つ い て は, 綴字法の 幾たびの改正を
経てもなお多くの問題が残 っ て い る｡ イ ン ド
ネ シア の近代綴字法の 祖 であるオ プホイセ ン
はその 辞典の序 で正書法が正音法 で はない こ
とをことわ っ て い るが, かれの 意図に反 して
正書法 は正書法 で もあるとみなされ, その 後
現在 に 至 る ま で 綴 字 発音 (spelling pro -
n u n ciatio n) が ｢良 い 正 しい イ ン ドネ シ ア
語｣*15の 発音を律する ことに な る｡ したが っ
て , 綴字の ゆれがみ られる語の 発音に もまた
当然ゆれがみ られる｡ 音声の標準化は最近よ
うやくとりあげられるようにな っ たばかりで
ある4)｡
(c) 文
文 レベ ルにおけるイ ン ドネ シア 語の標準化
はま だ個人的提案 の域 を出て い な い ｡ ｢良 い
正しい イ ン ドネ シア語｣ とい う観念は文に つ
い ても支配的で あるが , これは ｢フ ォ ー マ ル
な場面 で受け入れ可能なイ ン ドネシ ア語｣ と
解釈されが ちで ある ｡ イ ン ドネ シア 語の第 1
次使用者 (母語話者) の 数は こ の 国に おける
国語の 重要性 , 普及に もか かわらずきわめ て
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小さい *16｡ 優勢な母語話者集団をもた ない た
めに , ｢良い 正 しい｣ とい う判断はなかなか
で きな い ｡ ｢フ ォ ー マ ル な場面に ふ さ わ し
い｣ とい う基準はイ ン ドネ シア語の 使用を書
き言葉とそれに準ずる話し言葉に限定して し
まい がちで ある｡ イ ン ドネシ ア語 は母語話者
集団がも っ と優勢になるま で , フ ォ ー マ ルな
文体しかもたない あらたま っ た言葉と して機
能して い く ことに なろう ｡
3 . 3 近代化
言語 の近代化
*17はイ ン ドネシ ア語 に対す る要
請の 一 つ で ある｡ 近代 を特徴づ ける科学 ･ 技
術の 諸概念や政治 ･ 社全体制を表現する用語
の確立なく して国の近代化はありえない ｡ オ
ラ ンダの 統治時代 マ レ ー 語 は主に 社会の ｢非
近代的｣ な部門で 機能して おり, ｢近代的｣
な部門はオ ラ ンダ語が担 っ て い た ｡ こ の よう
な言語を自分達の 国語とした時 , その近代化
は普及や標準化におとらず重要かつ 緊急 な課
題となる｡ イ ン ドネシ ア語の近代化におい て
最 も重点がおかれて い るの が術語の造製で あ
る｡ イ ン ドネシ ア 語に おける大量の術語造製
が始ま っ たの は1942年からの 日本軍政の 下で
あ っ た ｡ オ ラ ンダ語を禁じたため急 ぎそれに
かわ る語嚢が必要とな っ た の である｡ そ の後
独立か ら今日に い た るま で , 術語に限らず日
常的な語嚢 にい た るま で新 しい 語棄の 作成作
業が続い て い る ｡ 現在イ ン ドネ シア 語の中に
はす で に10万語 に の ぼ る借用語が ある とい
う ｡ 借用の 源泉の多くは ヨ ー ロ ッ パ諸語に求
め られ て い るが , 独立前はオ ラ ン ダ語, そ の
後 は徐々 に , 英語に 求められ て きて い る ｡ 特
に1966年以降の 現ス ハ ル ト政権時代に な ると
圧倒的に 英語が優勢で ある ｡ イ ン ドネ シ ア語
の 近代化 , 術語.
･ 借用語造製に おける英語の
貢献に つ い て は第 4章で とりあげる｡
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4 民族語 の ゆくえ
既に 述 べ たとおりイ ン ドネシ ア に はおびた
だ しい 数の 民族語が存在する ｡ イ ン ドネシ ア
全土の 民族語の 数は , 特に東部イ ン ドネシ ア
の 諸言語の 調査がまだ不十分で 資料が不足し
て い るため研究者により異なる｡ 最も多く数
える研究者で600, 抑制的に 数える研究者で
250程度で ある｡ 国立言語開発セ ン タ ー の 調
査 (1986年) による数で は415, 方言を含めて
583とな っ て い る｡ 同セ ンタ ー の調査 に よ る
民族語の 第1次使用者の規模とその 主な分布
地域を順にあげると以下の とおりで ある｡ ①
ジャ ワ語 (ジャ ワ島中部 ,6000万人), ②ス ン
ダ語 (ジ ャ ワ島西部 ,2400万人), ③マ ドゥラ
請 (マ ドゥラ島, ジ ャ ワ島東部600万人), ④
ミナ ン カ バ ウ語 (西ス マ トラ島,500万人),
⑤バ リ語 (バ リ 島,260万人), ⑥バ タ ッ ク語
(ス マ トラ島,250万人), ⑦ブ ギス 語 (ス ラ
ウ ェ シ島南部,230万人), ⑧ア チ ェ 語 (ス マ
トラ 島最北部,180万人)｡ 民族語 は家庭, 地
域社会の 日常の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 使用さ
れ て い る し, 民族文化 ･ 文芸に も使われて い
る ｡
3. 1で みたとおりイ ン ドネ シア語 の 普及 は
なに よりも教育をとおして行われる ｡ 初等か
ら高等教育に い たるまで , 学校教育の 教授言
語 はイ ン ドネ シア 語で あり, 教科として の 比
重も大きい ｡ ただし, 初等学校の 1 - 3年の
低学年に つ い て は上述の 民族語で授業を行う
ことが認め られて い る｡ 急速 に普及 して い る
イ ン ドネシ ア語 で あるが, そ して主 に 大都市
で は言語交替がみ られ, イ ン ドネシ ア語を母
語とす る世代も育 っ てい るが, 全国的にみれ
ばイ ン ドネ シ ア語はまだ大多数の 人に と っ て
母語の 次に正式に学習する第2言語で ある ｡
上述の 8つ の 優勢な民族語 は初等学校 の低学
年の 教授言語 とされ, そ れ以 上の 学年 で も
｢地方科｣ とい う教科のなか で学習の 継続が
図られる制度 に な っ て い る｡ こ の ような事実
が民族語の 地位と意味を語 っ て い る ｡ 民族語
の育成に対 して積極 的な政策が行わ れて い る
とは言い 難い ｡ 時間も年限も限られて い る｡
イ ン ドネ シア に おける英語 の役割と機能
しかも民族語の 保持が公的に保障されるの は
あくま で も上述の優勢な民族語に つ い て だ け
である … ｡
多言語社会において , それも都市化とそれ
に伴う地理的 ･ 社会的移動が進むなかで , 共
通語を獲得する ことば多くの人 にと っ て社会
的 ･ 経済的必然 である｡ 多くの 小言語集団は
自分達の 民族語を捨て るか, 2言語併用の過
程を経て最後に 国語の 第1次使用者になる こ
とが予想される ｡ しか し, 上述 したような大
きな言語集団はイ ン ドネ シア語 の ために自分
達の 言語を完全 に捨て去る ことばありそうに
もない ｡ これらの主要な民族語はイ ン ドネシ
ア語と並ん で機能に よ っ て分けられた 2言語
制一私的な領域 で は民族語 , 公的な領域で は
国語 -の 中で生き続けるもの と思われる5)0
4 英語の 役割と機能
国語 は イ ン ドネ シ ア 独立の シ ン ボル で あ
り , 民族を結ぶ共通語で ある｡ しかしイ ン ド
ネシ ア語 は国内の 2億q)国民同士の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン に と っ て重要で はあるが, 外国人
との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンに期待で きる言語で
はな い ｡ イ ン ドネ シア 語は東南ア ジア地域の
マ レ ー 語を話す人々 との 間の 意思疎通に は有
効 で あるが , それ以外の地域, とりわけ国の
近代化を進めるにあた っ て , モ デルとしたり
交流を深めた い 国 々 の 人との コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 言語とはなりえない ｡ イ ン ドネ シ ア
に と っ て 外国語 は, 国語や公用語 , 行政の 言
請 , 教育の 言語として で はなく, 本来の外国
語としての 意味におい て重要で あり, その 獲
得を急ぐ必要が ある ｡ 本章に お い て はイ ン ド
ネ シア に おける外国語の なかで最も重視され
て い る英語の役割と機能を中心に考察する ｡
4 . 1 第 1外国語と して の英語
第 2章 でみ た とおり, 独立に あた っ て イ ン
ドネシ ア は旧宗主国の オ ラ ンダ語を国語に も
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公用語 にも採用しなか っ た ｡ さらにイ ン ドネ
シア は自国に と っ て の 外国語を考える際に も
オ ラ ンダ語を選ばず, 英語を選ん だ｡ 英語の
実利性 , 国際性をと っ たの だ｡ 英語 の選択を
促進する政治的状況 もあ っ た｡ イ ン ドネシ ア
は独立宣言の 後, 再び植民地支配を企て よう
とす るオ ラ ン ダとの 問に 4年以上にわたる戟
争を戦わなければならなか っ たが , その 際イ
ン ド, ア メリ カ , イギリス , オ ー ス トラリア
などの英語使用国からの支援が大きか っ た ｡
イ ン ドネシアが国際法上の 正式な独立を得た
1949年以降もこれらの国々 は技術研修生の 受
入 ･ 教育研修プロ ジ ェ ク トの提供 , それに先
立 っ て必要な英語教育に対する支援などを活
発に 行 っ た6)0
国 の公的な外国語政策は , 1955年及 び1967
年 の 教育文化省の ス テ ー トメ ン トに み られ
る｡ 同省は英語をイ ン ドネ シア の第 1外国語
と明言し, 学校の カリキ ュ ラム に つ い て もこ
の 方針を実行に 移した ｡ 英語は中等教育以上
の あらゆる教育段階で必修とされ, その 時間
配分は.下級中等学校 (週4 時間),- 上級中等
学校 (第1 ･ 2学年で は週4時間, 第3学年
で週 5時間), 大学 (2 - 3学期問 , 週2 時
間) とな っ て い る
7)
｡ 大学院教育の 多く, 特
に科学 ･ 技術分野で は英語が特に重要な教授
言語に な っ て い る｡ 英語以外の 外国語 は上級
中等学校の 第3学年の言語専攻におい て よう
やく導入される｡ 英語の 優位性 は学校教育の
分野に限 らず社会全般にお い て も明白で あ
る｡･独立後の イ ン ドネ シ ア に おける輸入図書
の80%が英語の 図書である し6) , 英語の ポ ッ
プ ･ ミ ュ ー ジ ッ クが ラ ジオか ら流れ, 街に も
カ ッ セ トが氾濫 して い る｡ 今日 , 高い 教育を
受けた エ リ ー ト で英語が理解出来ない 人は は
とん どい な い し (そもそ も英語が で きなけれ
ば高等教育を無事修了する こともおぼ つ か な
い), コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場に おける運用
能力も格段に高ま っ て い る ｡
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4 . 2 外国語 と して の英語 の機能
イ ン ドネ シ ア お い て 英語は公用語で もな
く , 第2言語 で もない ｡ 植民地時代の 言語 で
もない ｡ 4
p
.
1 でみ たとおり , 英語は独立後導
入 した新 しい外国語 であり, 現在最も重要 な
外国語と位置づ けられて い る｡ イ ン ドネ シ ア
における英語振興の 目的は機能的である｡ 東
南ア ジア の他の 国 々の ように 旧宗主国との 過
去の 関係を引きず っ て い るわけで はない から
で ある8) ｡ 1975年に開催された言語政策に 関
す る全国セ ミナ ー で確認された英語の機能は
以下の ように表現されて い る6) ｡
(1) 教育学術研究における近代的な知識 ･
文化 ･ テクノ ロ ジ･- 獲得の道具
(2) 国際関係維持の 道具
(3) 観光, 貿易などの 部門の 実際的な コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン用途を果たす道具
(4) イ ン ドネ シア語の改善の ため の言語的
資源
(1)-(3)Lまどの 国の 外国語 の振興目的と比べ
て も特段の違い はない∴しかし(4)は注目すべ
き機能 で ある｡ 上述 の 4 つ の機能は個人的な
提案で はない ｡ 国 レベ ル で合意された , い わ
ば公的に了解されたもの で ある｡ イシドネ シ
ア は英語を国語の 発展に活用する ことを宣言
して い るの で ある｡
` イ ン ドネシ ア の 英語に つ い て の研究, 文献
はとぼしい *19｡ そ の理由はあきらかである ｡
イ ン ドネ シ ア で は英語 は外国語と して の役割
しかない か らである ｡ 公用語 , 第2言語 , あ
るい は教育の 言語と し七英語を大幅に受容し
た シ ン ガ ポ ー ル , フ ィ リ ピ ン , マ レ ー シ ア の
ように 英語を対象とした研究調査 の材料を提
供する国と はみ なされない からで ある ｡ しか
し実際に イ ン ドネ'シ ア に 足を踏み入れ, イ ン
ドネシア 語を耳や目にす ると, きわめ て多く
の 英語が イ･ン ドネニシ ア語 に取り入れられ て い
る ことを実感す る｡ イ ン ドネシ ア語の 内部に
入 っ た英語とは どん な語嚢なの か , ま たその
受け入れの ル ー ル は どの ような もの か ｡ 上述
の(4)にあげられた英語の 機能に つ い て , 4. 3で
さらに詳細にみて い きた い ｡
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3 国語の近代化に対する英語の 貢献
3. 3 で既に 触れたとおり, イ ン ドネ シ ア 語
の 近代化の作業は術語の 造製 つ まり新しい 語
棄の作成に集中する ｡ すで に古くからロ ー マ
字使用が行われて い た し, 正書法もかなり早
くか ら標準化されて い たか らで ある｡ イ ン ド
ネ シア 語が近代的な概念, 事物, 制度を十分
に表現するに は多くの 新しい 語嚢を作成する
必要があ っ た ｡ 新しい 語嚢の 作成の 源泉は多
く外国語に求め られて い る ｡ これに貢献 した
言語は英語ばかりで はない ｡
'
古くはオ ラ ンダ
語や.ドイ ツ語もかなりの影響を残して い る去
独立間もない 時代の エ リ ー トは戟前オラ ンダ
語で教育を受けた人だ っ たた めもある ｡ しか
し, 独立後英語圏の 諸国との 関係が強化され
るに つ れ, さらに1966年以降魂ス ハ ル ト政権
の下で ｢開発｣ を柱とする経済発展が 推進さ
れるに つ れ , 英語の 影響が急速に 強まり, 覗
在もそ の傾向は強ま るばかりで ある｡
イ ン ドネシ ア語が新しい 概念 ･ 事物を表現
す るた めに新しい 語棄を作成す る際の 公的な
方針は以下の とおりで あるム
1ー) 第1 に, 既存の イ ン ドネシ ア語 の語棄
の なかか ら利相可能な語詞をさが し,
2) 第･2 に , 国内の 他の 言語 (ジャ ワ語 ,
ス ンダ語な ど) から利用可能な語詞をさ
が し,
3) 第3に , 英語 (ギリシ ャ 語,･ ラテ ン語
起 源の 術語 を含 め七) の 語詞を借用す
る, とな っ て い る｡
3) の英語からの 借用の 具体的な方法 は 4
つ に 区分される *20｡
(a) 直接借用
(b) イ ン ドネシ ア式緩りに換え て 借用
(c) 混成語の
′ ⊥ 部としそ借用 ･
(d)･英語の概念を借用し, 翻訳語 とす る
(a)と(b)た本質的な差異はない ｡ ただ ,.
I
(a)の
イ ン ドネ シア に おける英語 の役割と機能
場合, イ ン ドネ シ ア語式の綴りに換える必要
がなか っ たもの とい える｡ つ まり , 結果とし
て英語とま っ たく同 じ綴りで 表記する ことに
な っ た語である ｡ しかし発音はいずれもイ ン
ドネシ ア語式に はぼ ロ ー マ字読み に する ｡ イ
ン ドネ シ ア語 は比較的抑揚 の ない 言語 で あ
り, ア クセ ン トに よ っ て意味がかわる ことも
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ない ｡ 以下に上述の 4 つ の 区分につ い て それ
ぞれの 具体例をあげる｡
(a) ato m , data, pilot, r adio, pr ogr a m
(b) こ の 区分に含ま れ る語 は きわめ て 多
い ｡ 以下に その 綴りの 変換の 規則とそ の具体
例をあげる｡
く規 則)
･
c (a, u , o , 子音の 前) ⇒ k
･
c (e,i, o , yの 前) ⇒ s
･ c c(e,i の前) ⇒ ks
･ ch ([t] と発音する) ⇒ c
● e u
o o
ph
rh
tト
● Ⅹ
● wg y
● ~1 C
● ~1 S m
● ~sy/cy
･ -tio n
･ -tive
⊂> e
=> u
=> f
=> r
く〉 t
=〉 ks
=> ~gl
｡=⇒ -1S
｡ =⇒ -1 S m e
=> -sl
⊂〉 -sl
く〉 -tif
く具体例)
c o n str u ctio n
c e ntr al
a c c e nt
che ck
n e utr al
po ol
photo
rhyth m
m ethod
taxi
te chn olog y
logic
C O m m u n l∈; m
de m o c r a cy
a ctio n
po sitiv e
(c) ･ bapak ( 父, 父親) +is m ( 主義)
⇒bapakis m e( 父権主義)
･ m Q-+ n atio al+-ka n
⇒ m e na sio nalkan ( 国際化する)
(-ka nは 動詞 , 名 詞 , 形 容詞 に 付
き, 動詞にす る接尾語 , m e- は自動
詞を他動詞 にす る接頭語で ある｡)
(d) ･ c oldw a r
⇒ pe r a ng (戦争) dingin (冷たい)
(語順も形容詞が名詞の 後に 置か れる
イ ン ドネシ ア.語式に な
っ て い る｡)
以上 , イ ン ドネ シ ア語の 英語か らの 借用の
原則とそ の具体例の 一 部をみ た ｡
イ ン ドネシア 語全体の 中の外国語から作成
･⇒ ko n str uks
･⇒ s entr al
･⇒ aks e n
･⇒ c ek
･⇒ n etr al
⇒ pul
⊂〉 roto
･⇒ ritm e
･⇒ m etode
ES taksi
⇒ tekn olog1
⇒ logl S
･⇒ ko m u nis m e
･⇒ de m o c r a si
･令 aksi
⇒ po sitif
された術語をは じめとす る借用語は最低10万
語 はあるだろうとい われて い る ｡ ∴ そ の うち英
語か らの 借用語がどれだけあるか, 正確な数
はまだ分か らない ｡ 現在 も日々 増え続けて い
る ことは間違い ない ｡ 国立言語開発セ ンタ ー
はきちんとした原則に基づき英語か らの借用
をコ ン トロ ー ル して おり, 英語 の流入を野放
しに して い るわけで はな い ｡ 公的潔掲示 , 会
社, 商店の 看板 などさ羊も英語 は使用出来ない
ことに な っ て い る6) ｡ しかしそ の ような公的
規制に もかか わらず, 社会 へ の 英語の浸透 は
進行して い る(, 大きく外資導入を行 い , 自由
貿易嘆策がすすめ られ るように なっj=1990年
代以降その 傾向はさらに 強ま っ て い る｡ 市民
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生活 の あらゆ る場面に 入りこん でくる映画,
書物, 商標 , キ ャ ッ チ フ レ ー ズ, 音楽の 題名
ま で制限で きるわけで はない ｡
イ ン ドネ シア 語 へ の 英語 の流入 の程度 は分
野や場面に より大きく異なるだ ろう｡ 当然の
ことながら近代化の 速度が急速な分野はど,
あるい は最初から近代的制度 ･ 装置が移植さ
れた分野は ど英語由来の 語の比重が高い ｡ 医
痩 , マ ス ･ メディア , 航空業などが最も英語
か らの 借用語 の 使用が 高い 分野 で あ るとい
う口) ｡
5 まとめ
本稿 で は多民族 ･ 多言語国家イ ン ドネ シア
が独立に際して制定した国表であるイ ン ドネ
シ ア語 に つ いて , そ の 制定の経緯, 普及, 標
準化, 近代化へ の 国家的努力を検証す るとと
もに , 国語 , 民族語, 外国語に 課せ られた役
割を整理 した｡ さらに , 第 1外国語の 地位を
与えられ , イ ン ドネ シア の発展 に不可欠な役
割を果た して い る英語の 諸機能につ い て , 従
来英語研究の立場からは注目を集める ことが
少なか っ た機能一国語の 近代化と発展 の ため
の 言語 的資源 一 に 焦点をあ て て 考察を加え
た｡
イ ン ドネ シア における英語の地位はあくま
で も外国語の それであるが, 国語の近代化に
対す る大きな貢献は も っ と注目されて よい ｡
英語 に よるイ ン ドネシ ア 語の語嚢の拡大は ,
イ ン ドネ シ ア の ル ー ル に従 っ て現在も続い て
い るし, 経済の発展 , 国際化の 進行に ともな
い , 今後もさらに 進む であろう｡ 英語由来の
言吾妻 レベ ル の研究に限 っ て み て も, も っ と広
範な分野を対象に , も っ と多種類の テ ク ス ト
を対象とした分析が必要で ある｡ イ ン ドネ シ
ア 語の構造や文法規範レベ ル に おける英語 の
影響にい た っ て は, はとん ど着手されて い な
い ｡
イ ン ドネ シア 語は今もなお急速な発展をつ
づけて い る言語で あり, イ ン ドネシ ア語の 近
代化と発展 に対する英語の 貢献もさらに拡大
し, 深化する であろう｡ その 貢献の しかた に
も何らかの 変化が起 こ るかもしれな い ｡ ある
い はまた , 国家 ･ 国民意識 (ナ シ ョ ナ ル ･ ア
イデ ンティ ティ) 形成の道具で あるイ ン ドネ
シ ア語の 内部が英語化し過 ぎる こと へ の 危機
感が強まり , 新たな規制が行われる ことも考
えられる｡ 多言語国家における言語 マ ネ ジメ
ントの 課題は つ きな い ｡
注
*1 小論 の作成にあた っ て は, 筆者が団長として参加した平成8年度総務庁国際青年育成交流事業
･ イ
ン ドネシ ア青年海外派遣団 (平成8年9月 3日 - 25日) の ジ ャカル タ及び西 ジャ ワ州で の 交流経験,
現地で の収集資料 ･ 情報を参考に した｡ 派遣団の目的は青年の 国際交流であるが , イ ン ドネシ ア の 受
け入れ機関が教育文化省で あ っ たた め, 教育 ･ 言語関連資料の 供与をうける ことがで きた ｡ 18年ぶり
に訪れた イ ン ドネ シア であ っ た が , 社会ばかりで なく, イ ン ドネシ ア語も大きく変わ っ て い る ことを
日 々 の 活動をとおして実感した ｡ こ の ような機会を与えて頂い た総務庁青少年対策本部, な らびに派
遣出張を こ ころよく認めてくださ っ た高岡短期大学宮本匡章学長に謝意を表した い ｡
* 2 憲法第36条｡ な お, 'baba sa ' と は ｢言語｣, ｢ - 語｣ の 意｡ 日本語は
' Baha s aJepang
'
, 英語
は
'
Baha s aln g gris
'
で ある｡
* 3 北は台湾高砂族譜語, - ワ イ諸島の - ワ イ語 , 南 は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの マ オ リ語 , 東は イ ー ス タ ー
島 の ラ バ ヌ イ語に至る広大な地域に 行われる 一 大語族で ある｡ 人種上の区分 と言語の 系統によ る分類
とはか な らずしも ー 致 しな い が , マ レ ー 人種 の 分布範囲とほぼ重なる｡
* 4 マ レ ー 語が 2次的分布すなわ ち非母語話者の 使用者の 分布を拡張しえ た理由は① マ レ ー 語 の 原分布
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が東西交易の 要衝マ ラ ッ カ海峡を囲む地域で あ っ た こと, ②音素体系と形態法が簡素であるこ と,
③概して孤立語的で , 他言語を借用しやすい こと, にあるとされる｡
* 5 ヨ ー ロ ッ パ 諸語 の綴りに よる ロ ー マ 字表記法を採用した の は マ レ ー 語ばかりで はな い ｡ ビル マ , マ
レ ー ( 現在の マ レ ー シ ア) で は英語式綴りが定着し, 紀元前から中国文明の強い 影響下にあ っ たベ ト
ナ ム も17世紀にポル トガル宣教師が つ く っ た ロ ー マ 字表記法を採用し, 伝統的な漢字によ る表記法を
全面的に駆逐した ｡ 文化人類学者梅樟忠夫は東南ア ジア地域の こ (D ような大規模な文字改革をトル コ
における文字改革とともに , も っ ともめざましい文字改革の例としてい る (｢東南ア ジア歴史抄｣｡ 梅
樟忠夫著作集第6巻 , 中央公論社, 1989年)
*6 オ ー ス ト ロ ネシア語族t イ ン ドネシア語派の 一 つ で , 古ジ ャ ワ語を継承｡ こ の 語族の中で最長の文
化的伝統と, 最多 の使用者をもつ ｡ 常体, 中間体, 敬体, 最上敬体の 4 つ の敬語法の レベ ルが あり,
動詞, 名詞, 接辞, 前置詞にも常体, 敬体の別がある｡
* 7 植民地支配の 初期の 香料の 貿易独占か ら,18世紀にな ると コ ー ヒ ー , 砂糖などヨ ー ロ ッ パ市場価値
の ある産品の栽培の強制に移 っ た , イ ン ドネシア人の食糧の 米の栽培は こ の政策の 犠牲にな っ たと い
う ( 引用文献1))0
* 8 1942年以降日本軍によ る占領政治が行われる. 日本が無条件降伏した直後の1945年8月17日 に独立
を宣言｡ しかしこ の後4年に及ぶオ ラ ンダとの 独立戦争が あり, 国際法上で の独立は1949年12月 ｡
* 9 例えば マ レ ー 語を国語としなが らも, 憲法上の 規定がかなりあいまい で , 英語を補助的な公用語と
認め ざるをえ な い マ レ ー シア , 国語と英語の 2言語政策, ある い は国語の名称とそ の扱い をめ ぐ っ て
度々変更があ っ てなお不明さが残る フ ィ リ ピ ン , などと比 べ るとイ ン ドネシア の 言語計画 ･ 政策の 一
貫性は際立 っ て い る ｡
*10 イ ン ドネ シア の 教育制度は中央集権的な シ ス テ ムで ある ｡ 国 (教育文化省) は州 (27), 県 (324),
市町村 (3529) の 各レ ベ ルに出先機関をおい て学校の設置 ･ 維持 ･ 管理を行 っ て い る ｡ 学制は日本同
様 6-3-3-4年制であるが , 就学開始年齢は7歳で ある｡ 現在初等学校教育は無償｡ 1970- 80年代
を通L , 教育条件の 整備, 初等教育の機会拡大を重点施策としてきたが ,1994年か ら始ま っ た第 2次
長期国家発展計画 (1994- 2018年) で は経済発展の飛躍の ため の 人材育成が優先目標とされてい る｡
基礎教育段階以降の 職業教育 ･ 技術教育の 改善や 高等教育の 拡大が 今後推進される見込み である ｡
(The De v elop, n e at o/ E du cation Syste m in Indon e sia:A CoLL nl'y Report, M inistry of
E du c ation a nd Cultu r e,1994.
*11 学校外教育は教育文化省の大きな所管事項で ある｡ 施設 ･ 指導員が全国の 地方自治休におかれ, そ
の地方の 実状にあ っ た教育 ･ 訓練プ ロ グラ ム が組まれる｡ 指導者の 給与は国が , 施設 の供与は地方が
うけも っ ｡ 識字教育は年間平均120万人を対象に 行われ, 初等学校教育の 補完教育の参加者は約165万
人 (1993年), 下級中等学校教育の 補完教育の 参加者 は約19,00人 (1993年) で ある｡ 参加者は過数
回仕事や家事 の 合間に 近く の 施設に通 っ て学ぶ (Co m m LL nity E ducation /The First and Se c o nd
Long-Te rm NalioTu ZI De u elopT n e nl, M inistry of E du c atio n a nd Cultu r e, 1994)o
* 12 大都市, 特に首都ジ ャ カ ル タで はか なり安定した供給がみ られるが , 地方で はそうで はな い ｡ 1994
年現在 , 電気が利用可能な の は全世帯の45% にとどまる ( 引用文献1))｡
*13 こ の 辞典はオ ラ ンダ領東イ ン ド (現在の イ ン ドネ シア) の マ レ ー 一 語教師に綴字法の 規範を示すため
に編まれた ｡ 1901年 バ タヴ ィ ア (現在の ジ ャカル タ) で刊行された｡
*14 ｢完全｣ 綴字法は イ ン ドネシ アにお ける呼称で , マ レ ー シ ア では ｢マ レ ー シ ア語 ロ ー マ 字綴字法｣
と呼ばれ る｡ マ レ ー シ ア で は ジ ャ ウイ文字 (ア ラビア文字) が正字とされ, ロ ー マ 字表記との併存状
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況が 続い たが , こ の 2国間の合意で ロ ー マ 字表記が正統とされた｡ 正書法が統
一 されたとい っ ても,
若干 の細部の相違が残 されて い るとい う｡ な お ,1972年に は両国によ っ て ｢イ ン ドネシア
･ マ レ ~ シ
ァ言語協議会｣ が設置され, 後に ブル ネイも加わり, マ レ
ー 語を国語/ 公用語とする3国の言語発展
の た め の 問題 を協議する機関とな っ て い る . シ ンガポ ー ル は こ れ にオ ブザ
- バ ー として加盟して い
る｡
*15
,
babasa lndo nesia ya ng baik dan be n a r
'
o イ ン ドネ シア語の めざすべ き方向を表す語句とし
てよく用い られる｡
*16 イン ドネシ ア語の 第1次使用者 (母語話者) の 正確な数は不明で ある｡ そもそも国はセ ンサ ス で母
語別集団 の人口統計をとらな いか らである｡ 国民国家建設を第1 の課題としてい る国として は民族意
識をかきた て る ことを好まない か らであろう｡ Pr e ntic e, D. J. は, The Major La ngu ages ofEast
a nd South- East Asia , Routledge, London ,1993･ におい て イ ン ドネシア語を母語とする者の数を人
口の 7% (1990年時点) と推定して い る占 ただし, こ の比率は教育の普及, 言語 交替に よ･り変化す
る｡ 傾向としては第1次使用者は増加するばかりで あるとみて よ い o
*17 言語の 中に現れて い る未発展を克服する過程 ｡ ｢言語改革｣ ある い は ｢言語適応｣ などとも呼ぷ ｡
非西欧社会の多くで , 近代社会的
'3 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 必要が発生する と, 程度の違い はあるが言語
の 西欧化が起こ る｡ ク ル マ ス は引用文献2) におい て発展途上国の言語の 近代化の 方法を①西欧の 1
言語の受け入れ, ②西欧諸語の 単語, 構造, 規範を取り入れ, 自分たちの 言語を近代的言語の モ デ ル
に適応させ る こ と, ③意訳借用語によ っ て西欧の概念を取り入れ, そ れ らを固有の 言語に統合させ る
こと, の 3 つ に区分 し, イ ン ドネ シア語の近代化を②の例にあげてい る｡ そ の 際, マ レ
ー 語が大きな
順応力をもち, 規範が少な か っ た ことが , 文法 の標準化 大規模な西欧の 語愛 の受 け入れを容易に
し, イ ン ドネシ ア語として つ くりあげるの にう っ て つ けであ っ たと述 べ て い るo
18 小川忠 はそ の ｢イ ン ドネシ アー多民族国家の 模索｣(岩波書店,1993年) におい て , 現代イ ン ドネシア
におけるイ ン ドネ シア語と民族語の 関係に つ い て , 国際基金の派遣職員時代の 知見に基づく貴重な視
点を示して い る｡ 第1 の問題は有力な民族語 (ジャ ワ語) の イ ン ドネシア語 へ の侵入, 第2 は地方の
民族語 ･ 民族文化の弓弓体化である｡
*19 S E A M E O Region al La nguage Ce ntr e (東南ア ジア 文部大臣機構の 共同設置にな る言語研究機
関, シ ンガポ ー ル在) は東南ア ジア諸国の言語 , 特に英語に関する研究調査の
一 大基地であるが , 同
セ ン タ ー が刊行した過去の 研究リス トを見てもイ ン ドネシア の 英語関連の 文献は数え るはどしか な
い ｡ また あ っ てもそ の大多数が イ ン ドネ シア の英語で はなく, イ ン ドネ シア の言語事情
一 晩 ある い
は多言語状況を扱 っ た もの がほとん どである｡
*20 英語の 借用の 原則及び借用語の具体例に つ い て は, 引用文献4) 及び参考文献2) に依 っ た o
引用文献
1) Indon e sia 1 9 96: An C)Nicial Ha ndbook, Depa rtm e nt of lnfor m atio n･ Republic of lndon e
-
sia ,1995.
2) ク ル マ ス , フ ロ リ ア ン, ｢ことばの経済学｣, 大修館書店, 1993年, p･ 268･
3) 引用文献1) p. 35.
4) 田尻英三 , 『イ ン ドネ シア ･ マ レ ー シ ア ロ ー マ 字事情』, ｢国文学解釈と鑑賞｣, 儒 62巻,
: t･1号 (1997年
1月号), 至文堂, 1997*.
5) 引用文献'2) p p. 270-273.
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6) S mith, Bria n D･ ･
"
English in Indo n esia
"
, English Today, Vol･ 7, No ･ 2, Ca mbridge Univ e r-
s lty Pr e s ,1991.
7) The De v elop m e nt ofE du c ation Syste m.
in lndonァsia:A Cow,nt,3/ βeport･ M inistry of E du c a-
tio n a nd Cultu r e, 1994.
8) Go n z ale z, Andr e w,
"
En glish a nd E du c ation in the A S E A NRegio n: Past, Pr ese nt a nd
Futu r e
"
, En glish a nd I,a ngu age P b' m L ng/A Southe a st Asia n Contribution , Ka ndiah, T .
&K w a n-Te r ry, J･ (eds), Natio n al Univ e rsity of Singapor e, Tim e sAcade mic
Pr e s , Singapore,1994.
9) Yule, V ale rie,
"
Indo nglish
"
, English Today･ Vol･ 7･ No ･ 2, Ca mbridge U niv e r sity Pr e s s,1991.
参考文献
1) 亀井孝 ･ 河野六郎 ･ 千野栄 一 編著 ｢言語学大辞典｣, 第 1巻世界言語編 (上), 1988年, 第 2巻世界言
語編 ( 中), 1989年, 及び第2巻世界言語編 (下-2), 1992*.
2) ドミ ニ ク ス ･ バ タ オネ ･ 近藤由美 ｢ バタオ ネの イ ン ドネシア語講座一初級-｣, 株式会社め こ ん 1989
年 .
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T he Role a nd Fu n ctio n s or Englishin indo n e sia
- Its Contribution to the Moder niz ation
and En richm e nt of Indon esia n
-
K azuko K OB A Y A S H I
(Re c eiv ed May30,1997)
A B ST R A C T
The Republic of lndon e siat whicb lie s on a c r o s s r o ad betw e
e n the india n and Pa cific
oc e a n s,is the la rge st a r chipelago in the w o rld a nd a m ult卜 eth
nic and m ull-lin gu al
n ation c o mpr lSing of hu ndr eds of ethnic gr oups w
ith their ow n distin ctiv elan gu age s･
since its indepe nde n c ein 1945･ whe n the Indon e sian gov e r nm nt d
e c r e ed that Indo n e sia n
(,Baba s alndo n e sia
･) w o uld be the n atio n al langu age (
'baha s a n a sio n al
') w hich u nite s
the ethnic gr o ups as o ne n atio n･the n ation ha s e ndea
vo ured to e stablish･ dis se min ate a nd
develop tbe 凸 atio n al lan gu age ･ Cr e atio n of a n ation al la ngu age w as
the keyto the su c c e s s
of n ation building a nd a sthe n atio n de v eloped e c o n o mic ally a nd s
o cially, a gr e ate r need
fo r m ode r nizin gthe la ngu age ha sbe e nfelt･
T he pu rpose of t he pres e nt pape ris to o v e r viw t
he linguistic situ ation in Indo n e sia,
dis c u s sin g t he r ole a nd fu n ctio n s a s slgn ed to the n atio n a
l la ngu age ･the ethnic la ngu age s
and fo r e lgn la ngu age s･ Spe cial atte ntio n is gl V e ntO the
vital r ole of En glish wbicb 叫 OyS
the statu s a sthe fir stfor e lgn la ngu age in indo n e sia,fo c u sin g o n ho w En glish c o nt
ribute s
to m ode r nizin g the indo n e sia n n atio n al la ngu age ･
KE Y WO RDS
Indon esia n, M ultilin gu al n atio n･ Ethnic la ngu age･ Nation al la ngu age ･ For eign
la ngu age ･
En glisb, Mo de r niz atio n, Bo r r o win g
